
 
 
（お知らせ）      平成 28年 5月 24日 

 
 
 
 
 
 

 ＮＨＫは、８Ｋスーパーハイビジョン（以下、８Ｋ）などの大容量  

コンテンツを安定して長期保存するアーカイブシステムの実現に 

向け、ホログラムメモリーのプロトタイプドライブを開発しました。 

 ホログラムメモリーは、記録媒体の厚さ方向にもデータを記録できる

ことに加え、面状の２次元データを記録・再生できるため、従来の  

光ディスクより大容量かつ高速の記録・再生が可能となります。また、

記録・再生が非接触で行われるため、長期保存にも向いています。 

 今回開発したプロトタイプのホログラムメモリードライブでは、  

データ再生時のエラー原因となる記録媒体の微小なひずみを補償 

するため、ひずみ補正機構を搭載しました。これにより信頼性を向上

させることができ、８Ｋアーカイブ用ホログラムメモリーシステムの

実現に大きく近づきました。開発したプロトタイプドライブは、５月

26日（木）～29日（日）に開催する「技研公開2016」でご覧     

いただけます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホログラムメモリープロトタイプドライブの外観および記録ディスク 
 
 
＊ 株式会社日立製作所、株式会社日立エルジーデータストレージと共同で開発、製作 

8Kスーパーハイビジョンアーカイブ用 

ホログラムメモリードライブを開発 



（別紙） 

 

○ホログラムメモリーとは 

物体からの光と参照光とを重ねてできる光の干渉縞を記録したホログラム 

から、物体を光として再現するのが一般的なホログラフィーです。この原理を  

利用して、物体ではなく白黒の２次元データを記録・再生するのがホログラム  

メモリーです。同一箇所に角度を変化させながら異なるデータを多重して記録 

できるので大容量化が可能です。さらに、２次元データを面状で扱うので、   

データの記録・再生も高速化することができます。 

 
立体像の記録             2次元データの記録 

図 ホログラムメモリー（記録）の基本原理 
 
 

 

○ホログラムメモリープロトタイプドライブの仕様 
 

ドライブ寸法 900(D)×300(W)×215(H) mm 

記録密度 2.4Ｔbit/in2 

読み出し速度 520 Mbps 

記録ディスクサイズ 直径 130 mm 

記録容量 ２TB相当 
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